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1. 緒言 
 近年のサッカーにおいても，フリーキック

（FK）やコーナーキック（CK）といったセ

ットプレーは，相手の妨害なしにゴールに迫

ることが出来，特に近年のサッカーで得点す

る手段として貴重である．本研究では，サッ

カーW 杯 2014 ブラジル大会におけるセット

プレーから得点に繋がった全ゴールを対象と

し，セットプレーの有効性を明らかにするこ

とを目的とする 
2. 研究方法 
 W 杯 2014 ブラジル大会のセットプレーか

ら得点した計 39 ゴールを集計した．各ゴー

ルについて，その特徴を示す以下の項目を集

計し分析した．①ゴール数，②ゴールパター

ン，③セットプレーと勝敗の関係，④部位と

勝敗の関係，⑤セットプレーのゴールのあっ

た試合のポゼッション率と勝敗の関係 
3. 結果と考察 
 セットプレーからの得点の全 39 ゴール中

30 ゴールが勝利につながるゴールだった．他，

引き分けが 2 ゴール，負けが 7 ゴールだった．

CK からのゴールがある試合に負け試合がな

かった．勝ち試合では 16 ゴールのヘディン

グのゴールが一番多く見られた．その次にボ

レーシュートの 4 ゴール，直接ゴールの 2 ゴ

ールとなった（図 2）．また，セットプレーを

決めた勝ちチームのポゼッション率は平均

49％であった（図 3）． 優勝国ドイツを含め，

ギリギリの試合でセットプレーからの得点で

勝利に結び付けていた 
４．まとめ 
 ①セットプレーのゴールは勝敗に影響があ

る．②セットプレーのゴールでは，ヘディン

グが多い．③ポゼッション率が拮抗した試合

において，セットプレーのゴールは勝敗に影

響がある． 

 

図 1 セットプレーの種類と勝敗 
 

 
図 2 シュート部位と勝敗 

 

 
図 3 勝敗別のポゼッション率 
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